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Ⅰ はじめに 

東京都では，2006 年より花粉症発生源対策として，花

粉症対策品種苗木の造林事業を開始し，2010 年には，ミ

ニチュア採種園による少花粉ヒノキ（Chamaecyparis 

obtusa）品種の種子生産のため，少花粉ヒノキ品種の接

木による若齢木を植栽し，採種園を造成した。そして，

造成後４年以内の少花粉ヒノキ品種の小型採種木につい

て，ジベレリンペースト剤の幹への施用が着花促進に及

ぼす効果を明らかにした（３）。2015 年には，少花粉ヒ

ノキ品種の種子生産が実用化された。このようななか，

ミニチュア採種園では，採種木を小型に仕立てるため，

剪定が必要な時期に来ているが，ヒノキはスギ

（Cryptomeria japonica）に比べ萌芽力が弱く剪定に弱い

とされ（１），少花粉ヒノキ品種の小型採種木における剪

定手法は確立されていない。一方，東京都においては，

植木のヒノキの基本樹形（５）とするための剪定方法と

して円錐形の剪定を推奨している。そこで，本研究は，

少花粉ヒノキ品種の採種木において，円錐形の剪定方法

が枝の伸長に与える影響を検証する。 

 

Ⅱ 材料と方法 

2010 年３～５月に東京都農林総合研究センター圃場

（東京都青梅市新町６-７-１）地内に造成した関東育種

基本区内で選抜された少花粉ヒノキ品種採種園において，

2015 年３月に，円錐形の剪定は，小型採種木５本に，ま

た，対照として，スギのミニチュア採種園で行なわれて

いる標準的な剪定の形である円柱形の剪定（４）を，小

型採種木２本に行なった。円錐形の剪定は，地面から

40cm，80cm，120cm の高さで，枝長約 70.0cm，60.0cm，

45.0cm になるように行なった。また，円柱形の剪定は，

地面から 40cm，80cm，120cm の高さで，枝長約 55.0cm，

55.0cm，40.0cmになるように行なった。樹高は，両区と

も 150cm で断幹した。そして，剪定約６ヶ月後の 2015

年９月に，地面からの高さ 40cm，80cm，120cm で枝張

り長を測定し，その伸長量を剪定の形状により比較検討

した。 

さらに，円錐形の剪定の強さによる伸長量を把握する

ため，上記の剪定を標準（以下，標準剪定）として，2015

年３月に，小型採種木５本に対して，地面からの高さ

40cm，80cm，120cm の高さで枝長約 55.0cm，40.0cm，

25.0cmになるように行なった（以下，強剪定）。樹高は，

150cm で断幹した。そして，剪定約６ヵ月後に，地面か

らの高さ 40cm，80cm，120cm で枝張り長を測定し，そ

の伸長量を剪定の強さにより比較検討した。 

 

Ⅲ 結果 

１．円錐形の剪定による枝の伸長量 剪定約６ヵ月後

の枝の伸長量は，円錐形において，高さ 40cm で伸長量

19.2±5.4cm，高さ 80cm で伸長量 36.2±13.7cm，高さ

120cm で伸長量 44.6±5.7cm であり，高さ 80cmおよび高
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さ 120cm での伸長量は，高さ 40cm での伸長量より有意

に大きかった（図－１）。また，円柱形で高さ 40cm で伸

長量 16.8±2.1cm，高さ 80cm で伸長量 26.3±2.1cm，高

さ 120cmで伸長量 41.6±7.6cm であり，高さ 120cmでの

伸長量は，高さ 40cm での伸長量より有意に大きかった

（図－２）。このように，円錐形，円柱形どちらの剪定に

おいても，上枝のほうが下枝より伸長量が大きかった。 

２．剪定の強さによる枝の伸長量 剪定約６ヵ月後の

枝の平均伸長量は，強剪定は 29.4±10.5cmであり，標準

剪定の 33.3±13.8cmと有意な差は認められず，十分な伸

長が認められた（図－３）。 

 

Ⅳ 考察 

今回の剪定の形状と剪定した長さでは，いずれも十分

な枝の伸長が認められ、少花粉ヒノキ品種ミニチュア採

種園において，円錐形の剪定は可能であると考える。円

錐形，円柱形どちらの剪定の形状においても，上枝のほ

うが下枝より伸長量が大きかったのは，ヒノキの持つ頂

芽優勢の性質と剪定木の上部のほうが光を多く受けたた

め（２）と考えられる。その結果，円錐形に剪定した小

型採種木でも，剪定６ヵ月後には円柱形に近い形になっ

た。また，対照として行なった円柱形の剪定では，剪定

６ヵ月後には逆円錐形に近い形になり，ジベレリンペー

スト剤の施用から球果の結実までの間に採種木の下部に

光が入らなくなり，種子の生産量に影響が出てくると考

えられる。これらのことから，種子の生産を目的とする

採種園では，採種木全体に光が入り込むように円錐形に

剪定し，球果の採取後，樹形が逆円錐形になる前に再度

剪定するのが良いと考える。 

また，強度に剪定を行なっても十分な枝の伸長がみら

れた。これは，強度な剪定を行なっても採種木としての

機能を果たすと考えられるが，強度の剪定により十分な

種子生産ができることを確認するために，剪定した試験

木にジベレリンペースト剤を施用して，種子の生産量を

調査する必要がある。 
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図―１．円錐形の高さ毎による枝張り長 

図―３．円錐形における剪定の強さによる枝の伸長 
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図―２．円柱形の高さ毎による枝張り長 

※ 伸長量において，5%水準で有意差なし 

※ 伸長量において，a,b 間に 5%水準で有意差あり 

※ 伸長量において，a,b 間に 5%水準で有意差あり 

a,b 

a 

b 

b 

a 

a 

a 

a 


